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江戸の都市空間のうち、明地と代地を主な分析対象とする本論文の目的は、第一に明地

を設定し代地を与えることについて幕府と町人の論理を明らかにすることであり、第二に

代地という江戸特有の土地システムをキーワードとし、江戸町人地の名主支配、空間構造、

社会関係を解明することであり、第三に明地と代地という土地の入れ替えを通じて江戸の

拡大の様相を再検討することであった。 

近世江戸の代地の半分は火除明地のための収公により与えられた。このような代地の発

生過程が本論文で明地と代地を同時に扱った理由である。近世江戸の都市史研究において

代地という町地の研究はいかなる意味を持つのか。代地は町地の一部分であるにもかかわ

らず、その移動は江戸全体を通して行われている。第三章の江戸全体における代地の移動

を調べた結果、代地として与えられた土地は町地に限ってはおらず、支配管轄の異なる武

家地により多く与えられていた。したがって代地の移動は単なる町中でのでき事ではなく、

江戸全体での移動であり、代地を通して江戸の都市空間の推移を考察することは意味をも

つ。 

 

１．空ける政策としての明地、埋める政策としての代地 

火除明地の設定は確かに都市の防火性能を高める政策の一環として捉えることができる。

しかし、火除明地の設定に伴い生じた代地が江戸の都市空間のなかで計画的な意思で行わ

れたのかについて検討した。 

第三章では、収公と代地の授受が最も活発に行われた元禄期と享保期の代地の移動を検

討した結果、代地が町地の場所柄に基づいて移転されたことが明らかになった。時期別の

特徴として、元禄期には深川・本所に数多くの代地が与えられ、享保期には外堀内側にあ

った武家屋敷を外縁部に移転し、その跡地を代地として与える手法が読み取れた。また代

地が与えられる経緯を検討した結果、代地とする地域にあった武家地や町地を他所に移転

する整備過程が明らかになった。以上の三点から、代地を与えるという作業が一定の計画

的意思に基づいて行われたことが判明する。代地をいかなる場所に移動させるかは、幕府

のなかである程度の全体像を把握し、町人の願い出により調整されながら、決められてい

たと推測される。 

明地は幕府の明地を設ける政策の下で設定された公地であった。本論文では、このよう

な公地に対する幕府と町人の異なる立場について考察した。幕府にとって明地は防火とい

う機能の維持のため管理を必要する対象であり、町人にとって明地は管理の名目で「使用



権」が得られる対象であった。明地をめぐるこのような一連の管理システムは両者に収入

の増大をもたらした。このような幕府と町人の利害関係により明地は管理され、空間的に

変容していったのである。一方、町人において代地は半ば強制的に移転させられた土地で

あったが、願い出によって良い条件の土地に替えていくことが可能な対象であった。幕府

は代地を介して江戸の都市空間の再編成を果たしていた。 

 

２．近世江戸における代地 

・名主支配を通してみる代地 

名主支配下に置かれた町が収公により元地と代地に空間的に分断された際、名主支配に

はいかなる変化がみられるのか。さらに、名主にとって代地はどのようなものであったか。

元地と代地の距離が隔たっても 76%の名主は支配を維持しようとしていた。管理者としての

名主の仕事は元地との関係もあり訴訟などの処理が増えてはいるが、代わりに収入も増え

ていたため、結果的には代地による支配の拡張は名主にとって利潤を生むことであったと

判断される。名主の権威は現実的には町々の地主たちによって支えられていたため、名主

にとって地主が増えるということはその権威の強化でもあった。 

・元地と代地の空間構成とその社会構成員 

明地と代地により、江戸の都市空間は再編成されつつ、土地の性格も変えていた。再編

成の過程で一つの町はいくつかの代地や性格の異なる空間（上納地、蔵地など）で構成さ

れることになる。代地が与えられることで、一つの町の空間構成は変容する。その空間構

成の変容が幕府の土地管理システムと町人の所有意志からもたされたことは前述した。そ

れにともない、このような町の収公と代地の授受は社会構成員にも変化をもたらした。第

六章では代地へ住民のどの階層が移転したかについて検討した。実際代地に移転したと推

測される者は家持、家守で他の住民階層は他地域に組み込まれたと考えられる。代地は江

戸の都市空間に変形的な空間を生み出しながら、その構成員を分散する結果をもたらした。 

・元地と代地の町人同士の社会関係 

第六章の元地と代地の屋敷の移動から、代地が空間的に散在するが一つの町として役を

勤めていたことが読み取れた。代地における町とは空間よりも構成員である社会集団によ

って維持されていたことが明らかになった。 

一方、第五章では代地が与えられることで元地と代地がいかなる社会関係を結ぶかにつ

いて三つのパターンで説明した。元地と代地が空間的に隔たることにより、代地の町人は

元地と従来の社会関係を維持するか、新しい町に入るか、新しく町として独立するかとい

う三つの様相がみられた。しかし前述した三つの様相をもって、江戸の元地と代地の町人

同士の社会関係を説明できるわけにはいかない。このような三つの様相は単純に分けられ

ない、多様な社会関係が重畳されているといえるだろう。 

元地と代地の町人関係の一つの指標になるのは役をどこに勤めているかである。しかし

ながら南大工町に関して元地と代地の町人の関係は役負担のみでは判断できない元地と代



地がつながっている「御能拝見」のような関係も存在したことが判明された。 

 

３．元地に対する代地の認識の変容―町共同体の変容 

本論文では、代地の移動は主に元禄期、享保期を対象に分析をし、「町人諸願之部」のな

かで代地に関わる町人の願い出も三件が享保期で、一件のみが天保期である。天保期の願

い出からは元地から独立しようとする代地の動向が読み取られた。 

代地が与えられた当時の願い出や明地になった元地を獲得しようとする町人の動向から

は元地に対する町人の執着があらわれている。元地に執着する理由の一つは町共同体の維

持のためであるだろう。しかしながら代地が明地となった元地に戻れた例は数少ない。結

局、代地に定着するか、より良い土地を求めることで再び移転している。 

近世初期の町は、住民によって支えられ、また住民の生活を根底から規定するもっとも

基礎的な共同体であったが、都市において様々な周辺的諸身分が形成されていく近世後期

は、住民にとってそのような絶対的な存在であった町が相対化されていく。前述した元地

に対する執着が代地での定着に変わっていく様子は町共同体の位相変化の過程のなかで読

み取りたい。近世初期の町人である家持は減少し、そこには家守に代替えた町の住民構成

の変化と多様な職縁的仲間や組合の登場は町をこえてその領域を広域にした。 

代地の移転は主に幕府と地主の論理であった。地主が不在化した近世中期以後の町中に

おいて、代地は単なる屋敷の移動で、実際は誰も移転していなかった可能性もある。近世

中期にかけての町共同体の変容と地主の不在化、階層分化は代地という土地システムが定

着するのに大事な役割を果たしたと考えられる。 

 

４．開発されていく都市空間―江戸の拡大 

17 世紀から 18世紀中期にかけて近世の三都は巨大化されていく。先行研究によると近世

の新地開発と再開発から三都の巨大化や都市域の拡大を説明する見解もある。そのなかで

伊藤毅氏は江戸の再開発を「単に市街地を郊外へ拡大させただけではなく、既成市街地の

高密化を促した」と説明した。 

本論文での明地の設定と代地の移動は郊外への拡大と内部からの高密化の連動作用とし

て読み取ることができる。元禄期には深川・本所に数多くの代地が与えられる郊外への拡

大、享保期には外堀内側にあった武家屋敷を外縁部に移し、その空いた土地を代地として

与える内部の高密化といった二つの手法で江戸は拡大されていった。空けられた明地は明

地で変容を繰り替え、与えられた代地は代地で変容を繰り替えしながら江戸の都市空間は

再編成されていく。明地と代地といった点としての再開発が面としての江戸の拡大に展開

する。 

江戸の拡大という構想図は幕府の計画下で行われたと考えられる一方、明地の設定や代

地の移動という点としての再開発は誰の主導で行われたのかについて注目しておきたい。

明地の設定や代地の移動は幕府の各機関（町奉行・寺社奉行・普請奉行・勘定奉行など）



で決めていたことが判明した。しかし、明地の設定後、明地の使用における変容には町人

が関わっており、また代地の移転においても幕府の各機関と町人の間で調整により決めら

れたことがうかがえた。 

 

江戸の都市開発は火災を契機に新たな展開に向かう。新たな展開の一つが本稿で注目し

た明地と代地である。幕府は、高密化による都市空間の不足の一方で明地を設けなければ

ならないという矛盾に直面する。幕府にとって、代地という手段はこうした状況を解決す

るひとつの方策であり、これによって土地不足と明地の確保という二つの要請を同時に解

決したと考えられる。その一方、代地または代地のために収公した武家地を用いた所有権

の移動は、結果的に江戸の都市域の拡大をもたらす。このような明地と代地の大規模な展

開は、拡大しつつあった江戸の都市空間を背面から支えている論理であった。 

 以上は幕府の論理からみた明地と代地についての一考察である。幕府の論理に注目すると、

明地・代地が都市政策という側面をもつ一方で、明地の用途に一定の自由度を認めたり、

町人の請願を受けて代地をさらに移動させるなど、実状においては町人など土地所有者の

論理が対立的に現われる場面が認められた。こうした際に明地や代地のシステムが柔軟に

運用されている過程をみると、これらの土地制度が対立する利害を調整しつつ江戸の都市

機能を維持し、空間の持続的な活用を促してゆくある種の触媒として機能していたことが

伺われる。 


